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「第１８ 目録算」 

 

はじめに 

 この「目録算」て何でしょうね。和算書において「目録」とは、現代の書物の「目次」

の意味で使われている言葉です。したがって直訳をすると「目次の計算」という事にな

りますが、はて・・・・・？ 

 

１．原本提示 
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読下し文になおしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．目録算って何？ 

 上の読下し文を読むと、５つの問題が書かれていることが分かります。これらを１つ

１つ読み解いていきましょう。まずは１つ目から。 

 第二のかきぬきに平坪３１６坪あります。縦横の初めの数は一桁違い、二桁からは

同じ長さで割ります。３１６坪を、縦４６間７分５厘８毛１５で割ると、横６間７分５厘

８毛１５となります 

十
八 

目
録
算 

第
二
の
か
き
ぬ
き
に
、
平
坪
三
百
十
六
坪
有
る
を 

長
さ
、
横
の
頭
一
桁
違
え
、
二
桁
よ
り
は
同
寸
尺
に
割
る

は
、
ま
ず
右
に
三
百
十
六
坪
と
置
き
、
長
さ
四
十
六
間
七

分
五
厘
八
毛
一
五
を
以
っ
て
割
れ
ば
、
横
六
間
七
分
五
厘

八
毛
一
五
と
成
る
也
。 

▲
第
三
の
坪
に
千
超
え
て
八
十
二
坪
半
を
、
長
さ
百
超
え

て
九
間
八
分
五
厘
四
毛
を
以
っ
て
割
れ
ば
、
横
九
間
超
え

て
八
分
五
厘
四
毛
と
成
る
也
。 

▲
第
六
の
坪
に
七
百
七
十
九
坪
四
分
有
る
。
こ
れ
を
長
さ

七
十
間
超
え
て
九
分
八
厘
超
え
て
四
八
四
を
以
っ
て
割

れ
ば
、
十
間
超
え
て
九
歩
八
厘
超
え
て
四
八
四
の
横
と
成

る
也
。 

▲
右
の
外
に
あ
ま
た
候
え
共
、
三
か
條
書
き
申
し
候
う
。

こ
の
割
は
初
心
の
か
て
ん
参
ま
し
く
候
う
間
、
指
南

し
な
ん

な

さ
ん
人
に
御
尋
ね
も
っ
と
も
に
候
う
。
何
れ
も
法
の
知
れ

ざ
る
分
、
三
色
一
有
り
候
う
。
下
愚
の
身
に
情 せ

ゐ

を
失
い

申
し
候
う
故
、
積
算
、
売
り
買
い
算
は
記
さ
ず
、
今
ま
で

の
算
の
記
の
注
と
も
い
う
べ
き
者
か
。 

▲
右
三
か
條
は
、
目
録
割
と
い
う
也
。
ま
た
証
拠
算
と
も

い
う
也
。 

  

▲
平
坪
二
百
坪
有
る
。
こ
れ
を
長
さ
の
半
分
横
に
し
て

何
ほ
ど
と
問
う
。
答
え
て
日
く
。
長
さ
二
十
間
に
横
十

間
と
い
う
。
法
に
二
百
坪
と
置
き
、
倍
に
し
て
四
百
坪

と
成
る
。
こ
れ
開
平
に
割
れ
ば
二
十
間
四
方
と
成
る
。

こ
れ
長
さ
に
用
い
る
也
。
横
は
二
十
間
二
つ
に
し
て
、

十
間
と
成
る
也
。 

▲
三
十
坪
有
り
。
長
さ
の
半
分
横
に
し
て
は
何
ほ
ど
と

問
う
。
答
え
て
日
く
。
長
さ
七
間
七
分
四
厘
六
毛
、
横

三
間
八
分
七
厘
三
毛
と
い
う
。
法
に
三
十
坪
を
倍
し
て

六
十
坪
と
成
る
。
こ
れ
開
平
に
割
れ
ば
、
七
間
七
分
四

厘
六
毛
の
長
さ
と
成
る
。
二
つ
に
し
て
横
三
間
八
分
七

厘
三
毛
と
成
る
也
。 

▲
右
二
か
條
は
、
帯
縦
開
平
と
い
う
也
。
こ
れ
に
こ
の

み
あ
る
者
也
、
何
れ
も
心
持
ち
同
じ
。 

▲
上
巻
下
巻
の
内
、
毛
厘
の
ち
り
を
入
る
も
あ
り
、
ま

た
は
捨
つ
る
も
あ
り
。
法
立
の
違
い
な
き
様
に
と
存
候

え
共
、
無
心
の
仕
合
せ
に
候
う
也
。 

 



3 

 

 これは面白い数ですね。 

 右のように面積が３１６坪の長方形があって、この縦の長さと 

横の長さとの関係は、それぞれの初めの数は、１桁ずれている。 

また、二桁目からはそれぞれ同じ長さになっているというのです。 

 本文通りに計算をしていくと、 

  ３１６÷４６．７５８１５＝６．７５８１８０１２４・・・ 

              ≒６，７５８１８ 

微妙に答は違っています。 

 縦の長さ：４６．７５８１５（間） 

 横の長さ： ６，７５８１８（間） 

小数第５位で四捨五入をして、小数第４位で留めておいたらよかったのに・・・、残念！ 

ま、取り直して次にいきましょう。 

 

 第三の坪に、１０８２坪半を、縦１０９間８分５厘４毛で割れば、横９間８分５厘４毛

となります 

 面  積：１０８２坪半 

 縦の長さ：１０９間８分５厘４毛 

 横の長さ：  ９間８分５厘４毛 

となっていますね。計算をしてみましょう。 

  １０８２．５÷１０９．８５４＝９．８５３９８８０２・・・ 

                ≒９．８５４ 

この問題はOKですね。 

 

 第六の坪に、７７９坪４分あり、これを縦７０間９分８厘０４８４で割れば、１０間９分

８厘０４８４の横となります 

 面  積：７７９坪４分 

 縦の長さ：７０間９分８厘０４８４ 

 横の長さ：１０間９分８厘０４８４ 

となっていますね。今度は初めの数は桁違いではありませんね。計算をしてみましょう。 

  ７７９．４÷７０．９８０４８４＝１０．９８０４８３０２・・・ 

                 ≒１０．９８０４８３ 

あ～、残念！ ０．０００００１間だけ数が違う。これも少数第６位で四捨五入をして

小数第５位までで勝負をすればよかったのに。 

 

 右の外にもたくさんありますが、三問記しました。この割算は初心の合点がいかない

ので、教えてくれる人に尋ねるのはもっともです。何れも計算も方法が分からないの

三
一
六
坪 
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は、三分の一はあるでしょう。私のような下愚の身では、精を失ってしまいそうなので、

積算や売り買い算は記さずに、今までの計算の注ともいうべきかもしれません。 

 上に３つの問いをあげましたが、なぜこのような計算ができるのか納得いかない点も

あるでしょうが、分からない場合はしっかりと尋ねてください。どれも解がわからない

ものは三分の一はあるでしょうが、ここでは具体的な場面での計算はとり上げませんで

した。今まで取り上げてきた様々な計算の注とでもいうものでしょう。と締めくくって

います。 

 さらに、 

 右三か条は、目録割といいます。また証拠算ともいいます 

と、「目録割」「証拠算」というとして名付けています。タイトルにあった「目録算って

何」ということの一つの解がこれですね。 

 次に参ります。 

 

平坪２００坪あります。これを縦の長さの半分を横の長さにすると、どれほどになりま

すか。答は、縦の長さは２０間で横は１０間です。面積の２００坪を倍にして４００坪

となります。これを開平に割れば２０間四方となります。これ縦の長さに用います。横

の長さは２０間を二つ割って、１０間となります。 

 問は、２００坪の長方形の土地があって、横の長さは 

縦の長さの半分であるとき、それぞれの辺の長さはいく 

らになるかを問うていますね。 

 この問いを解くのに、初めの面積を２倍にしています。 

右図の色の薄い方の長方形が増えた分です。これで土地 

は正方形になりました。すると面積は２倍の４００坪な 

もで、これを開平に割ります。つまり、 

  √４００＝２０（間） 

となって正方形の一辺の長さが求められますね。これが元の長方形の長い方、縦の長さ

です。横はこれの半分ですから、 

  ２０÷２＝１０（間） 

ということですね。ま、当たり前と言えば当たり前ですが。 

 

 ３０坪の土地があります。縦の長さの半分を横の長さとすると、それぞれどれ程になり

ますか。答は、縦の長さは７間７分４厘６毛、横の長さは３間８分７厘３毛です。まず

３０坪を２倍にすると６０坪となります。これを開平に割れば、７間７分４厘６毛となり

縦の長さです。二つに割って横の長さは３間８分７厘３毛となります。 

 数値は違いますが、問は前問と同じですね。 

 やはり、建ての長さの半分の長さが横になっています。長方形の面積もまず２倍にし

二
〇
〇
坪 



5 

 

ています。そして、開平に割っています。 

  ３０×２＝６０ 

  √６０＝７．７４５９６６６９２・・・ 

     ≒７．７４６（間） 

  ７．７４６÷２＝３．８７３（間） 

 これで、縦と横の長さが求められました。 

 ただし、この開平に割るという計算は、電卓のない 

時代にどうしてできたのかは、疑問の残るところです 

が、当時にはすでに求め方はあったのです。時間がかかるのでここでは下記に別項を立

てて開平に割る計算、つまり江戸時代における平方根計算の仕方について説明いたしま

す。 

 

 以上の二つは、帯縦開平といいます。これにこのみあるものです。何れも心持ちは同

じです 

 √ を使って平方根を求める問題ですね。縦長なので、「帯縦開平」と呼んでいるの

かもしれません。数値がどう変わっても、このような問題は同じように考えればよろし

いといっています。 

 さて、最後です。 

上巻下巻の内、毛厘のちりを入れたり捨てたりします。法立の違いはなき様にとは分

かっていますが、無心の仕合せです。 

 新刊算法起全体を通してみても、極小数の端数を含めることも、除くこともあります。

計算の方法の違いもありますが、その場に応じて使分けることは大事です、ということ

でしょうか。 

  

 で、結局「目録算」って何だったのでしょうね。 

 普通はは、面積を求める時には、その図形の辺の長さを元にして計算をします。しか

し上の５題を見ると、全て面積が分かっていて、辺についての一定の条件の下での一辺

の長さを求めようとしています。それとこの名称とはどうつながるのか、見当の余地あ

りです。 

 

 

 

 

 

 

 

三
〇
坪 
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３．平方に割る計算方法（平方根の求め方） 

 上で、√６０を取り上げたので、それの根を求めてみましょう。面積が６０坪の正方

形があります。この正方形の一辺の長さを求め 

ることが、√６０の根を求めたことになります。 

 まず、この面積が６０以下で、面積が６０に 

最も近い一辺の長さを想定します。 

  ７×７＝４９ 

  ８×８＝６４ 

なので、一辺の一の位は「７」と分かります。 

（２つ目の図） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 続いて、残りの図（薄緑部）を図示したよう 

に、３つの部分に分けます（３つ目の図）。 

 残りの部分の面積は、 

  ６０－４９＝１１（坪） 

です。そして薄緑部のアの長さを想定し、薄緑 

部の面積をとりあえず求めます。 

 ０．７とすると、 

  長方形部：７×０．７×２＝９．８ 

  正方形部：０．７×０．７＝０．４９ 

  合わせて：９．８＋０．４９＝１０．２９ 

「１１」以内ですね。 

 ０．８とすると、 

  長方形部：７×０．８×２＝１１．２ 

  正方形部：０．８×０．８＝０．６４ 

  合わせて：１１．２＋０．６４＝１１．８４ 

６０坪 

７間 

４９坪 
七
間 

７間 

七
間 

ア 

４９坪 

１１坪 
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「１１」をオーバーしますので、不適です。 

 これで、小数第一位は「７」と決まります。 

 

 次です。残りの図（薄緑部）を図示 

したように、３つの部分に分けます。 

 残りの部分の面積は、 

  １１－１０．２９＝０．７１（坪） 

です。前と同様に、薄緑部のイの長さを想定 

し、薄緑部の面積をとりあえず求めます。 

 ０．０４とすると、 

  長方形部：７．７×０．０４×２＝０．６１６ 

  正方形部：０．０４×０．０４＝０．００１６ 

  合わせて：０．６１６＋０．００１６＝０．６１７６ 

「０．７１」以内ですね。 

 ０．０５とすると、 

  長方形部：７．７×０．０５×２＝０．７７ 

  正方形部：０．０５×０．０５＝０．００２５ 

  合わせて：０．７７＋０．００２５＝０．７７２５ 

「０．７１」をオーバーしますので、不適です。 

 これで、小数第二位は「０．０４」と決まりました。 

これまでに、求められた面積は、 

  ５９．２９＋０．６１７６＝５９．９０７６（坪） 

です。かなり６０坪に近づきました。もう少しです。頑張りましょう。 

 

 では、次です。残りの図（薄緑部）を図示し 

たように、やはり３つの部分に分けます。 

 残りの部分の面積は、 

  ６０－５９．９０７６＝０．０９２４（坪） 

です。今までと同様に、薄緑部のウの長さを 

想定し、とりあえず薄緑部の面積を求めます。 

 ０．００５とすると、 

長方形部：７．７４×０．００５×２ 

＝０．０７７４ 

  正方形部：０．００５×０．００５ 

＝０．００００２５ 

  合わせて：０．０７７４＋０．００００２５＝０．０７７４２５ 

７．７間 

七
・
七
間 

イ 

５９．２９坪 

（４９＋１０．２９） 

７．７４間 

七
・
七
四
間 

ウ 

５９．９０７６坪 
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「０．０９２４」以内ですね。 

 ０．００６とすると、 

  長方形部：７．７４×０．００６×２＝０．０９２８８ 

  正方形部：０．００６×０．００６＝０．００００３６ 

  合わせて：０．０９２８８＋０．００００３６＝０．０９２９１６ 

「０．０９２４」をオーバーしますので、不適です。が、「ウ」の長さが「０．００５」

と「０．００６」の場合とを比べると、「０．００６」の方がずっと「０．０９２４」

に近いことが分かります。 

  ５９．９０７６＋０．０９２８８＝６０．０００４８ 

                 ≒６０ 

となるので、これで、√６０の平方根は、 

  ７＋０．７＋０．４＋０．０６＝７．７４６ 

と求められました。 

 

 この開平に割る（平方根を求める）計算方法は、上にあるようにとても根気のいる作

業が必要です。上の計算方法は新刊算法起にはありません。田原嘉明と同じ堺の算学者

の榎並和澄が書いた「参両録」（１６５３年刊）に書かれています。「開平法」として書

かれ、さらに、平方根を見つけるための目安となる「開平数位」というものまで書いて

います。 

 さらに「参両録」には、平方根だけでなく立方根まで求める計算方法が掲載されてい

ます。当時の最先端をいっていたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


